



















































































･ 研究職以外の職業にある程度興味を示したポス トドクター等では､具体的な職業として ｢科
学技術コミュニケーター｣を挙げる声が多かった｡【p.38】
⑤ ポストドクター 等の就職活動状況など
･ 公募 (就職)情報の主な入手先としては､｢上司 (指導教官など)からの紹介｣と ｢インター
ネットの情報｣が多い｡特に､｢インターネットの情報｣と回答した者の殆どが具体的なサイ


































































































6科学技術政策研究所 ･(樵)三菱総合研究所 (2005年 3月) NISTEPREPORTNo.84『第 1期及び第2期科学
技術基本計画中の政府研究開発投資の内容分析』(以下､NISTEPREPORTNo.84),pp.77
7NISTEPREPORTNo.84,pp.118
8科学技術政策研究所､文部科学省科学技術 ･学術政策局基盤政策課 (2006年 8月) 調査資料-128『大学 ･公的
研究機関等におけるポス トドクター等の雇用状況調査 平成 17年度調査』(以下､雇用状況調査),pp.15


















平成 11年6月に男女共同参画社会基本法が制定されて以降､第二期科学技術基本計画 (平成 13
年 3月)においては女性研究者に対する採用機会等の確保や勤務環境の改善､第三期科学技術基本
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22内閣府 『平成 17年度版 男女共同参画白書』(平成 17年度)によれば､子供を持つ女性研究者のうちの6割近
くが､1日あたり3時間以上を家事 ･育児 ･介護等に費やしている(pp.29)0























































































































人文 ･社会科学､その他の分野のポス トドクター等については､ポス トドクター終了後に大学本務
教員ポス トを獲得できる確率が理学や農学分野に比べて高いと考えられる｡以上の傾向は､3,870
人のポス トドクター等 (我が国のポス トドクター等の総数約 1万5千人のうちのおよそ4分の 1に
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図2-9.ポストドクター等の年齢構成 (雇用状況調査より作成)
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｢完 似 下 ･30-34& 口35-39%即0亘] 匂人文科学日理学D工学田A学 ■保健D教育学●その他

























家族構成 男性 (N =48) 女性(N=20)合計(N=68)
配偶者有 18 1 30






雇用状況調査によると､ポス トドクター等の約 4分の 1が35歳以上 (約 1割が40歳以上)であ
ることが判明している｡35歳以上の高年齢層のポス トドクター等は､学位取得後長期間に亘って







経過年数 男性 女性 合計
2年未満 12 2 14
2年 10 2 12
3年 6 2 8
4年 6 3 9
5年 7 3 10
6年 2 2 4
7年 3 2 5
8年 1 2 3
9年 0 2 2
10年以上 1 0 1




が学位取得 (博士課程満期退学)直後にポストドクター等になった者である (表 3-3)0
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l 考え､博士課程に進学｡夫も博士課程進学を勧めてくれた｡｣ (47歳女性､理学系) I
:･ 修士課程修了後､1995年まで企業で研究職に就いていた｡しかし､企業では､博士号 :
I を取得していなかったので､研究グループの責任者になることができなかったoその】
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【インタビュー 偶董3-2】40歳以上のポストドクター 等のキャリアパス事例


































一 2 1 -
大学在籍中､3年間だけ軍隊に入隊｡2002年度に学位 (農学系)取得後､母国の公的研





国内の大学で 5年間ポス トドクター等を経験｡その後､ベンチャーの研究者 (実質的には
ポス トドクター等)として2年 2ケ月間勤務 し､現在に至る｡
10年後の自身のイメージは､現在と同じ仕事内容の研究者 (pI)0
⑥ Fさえ/40康男# (Gノ本人)













社会経験年数 男性 女性 合計
1年未満 1 1 2
1年以上､3年未満 5 1 6
3年以上､5年未満 5 1 6
5年以上 6 3 9
合計 17 6 23
表 3-4a.男女別社会経験の有無
ー 2 2 -
社会経験の時期 合計
大学卒業以前 2









































































































































































































































































































して､所属を希望する機関種を聞いたところ､やはり圧倒的に ｢国内の大学 ･公的研究機関｣を ｢第











































件の研究ポス トを希望しているかを､複数の選択肢を用意して聞いてみた (表 3-9)0
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進 路 志 望 学部卒業当時 体士課程偉7当時 棟士課程♯7当時
(学部卒業･#士課程#7当時)進学が第一希望だった｡




企業等への就職が第一希望だった｡ 2 3 3
その他 3 2 3





(博士課程修了当時)大学.公的研究機関の研究耽以外に企業等への就耽活動は一切しなかった｡ 52 42(32) 43(24)
(学部卒業･修士課程修了当時)就職活動をした.
(博士課程修了当時)大学.公的研究機関の研究職以rr･に企業等への就聴活動をした｡ 14 15 19
その他 1 7 5
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たのが､｢上司 (指導教官など)からの紹介｣と ｢インターネットの情報｣である (表3-18)0｢イ
ンターネットの情報｣(41人)と回答したもののうち､その多くが (36人)が具体的なサイ ト名と
して (独)科学技術振興機構の ｢研究者人材データベース JREC-IN｣を挙げており､当該サイ トが
ポストドクター等に広く利用されていることがうかがえる｡｢その他｣の中には､｢学会誌｣や ｢メ
ーリングリスト｣などがある｡









応募する際の主たる情報源 全体 博士課程と同一機関 博士課程と異なる機に所属する看 関に所属する者
上司(指導教官など)からの紹介 17 12 5
独自に収集した公募情報 35 17 18
上司からの紹介も独自に収集した情報も同程度 9 3 6
未回答 7 3 4























スキルアップのための取組み状況 全体 34歳以下 35歳以上
スキルアツ のための取組みをしていない 51 27 24






















不足していると患われる情報 全体 男性 女性
研究鞍を希望しないので､該当しない 1 0 1
給与などの雇用条件 22 16 6
産休･育休制度などの詳細 11 4 7
選考方法 19 13 6
採用(評価)基準 29 22 7
その他 9 8
特になし 18 12 6
未回答 1 1 0
(単位:人:
表3-21.研究職の公募情報において不足していると思われる情報 (複数回答可)












































不足していると思われる情報･支援 全体 慧 蒜 豊 碧 研究舶 一希望
研究職しか希望していないので､該当しない 17 2 17
就職活動の基礎知識(応募書類の書き方やマナーなど) 7 4 6
研究職以外の職業に関する基礎的な情報(一般的な職務内容や必要な資格など) 11 7 9
企業等がポストドクター に求める人材像などの情報 19 14 15
研究織以外の織業で活荏するポストドクター 経貧者のキャリアパスなどに関するfI報 17 13 14
ポストドクター が応募可能な公募(求人)情報 24 16 20
進路カウンセリング 4 2 3
就職に向けたトレー ニング(能力開発やスキル取得など) 7 4 5
その他 0 0 0
特になし 14 8 12






































































































































































































































報｣(41人)と回答したもののうち､その多く (36人)が具体的なサイ ト名として (独)科学技術
振興機構の ｢研究者人材データベース JREC｣N｣を挙げており､当該サイ トがポス トドクター等に
広く利用されていることがうかがわれる｡また､調査対象となったポストドクター等の多くが､上







ろ､｢採用 (評価)基準｣や ｢給与などの雇用条件｣を挙げる者が多く､また､女性では ｢産休 ･
育休制度などの詳細｣が不足していることを指摘する声が強かった｡｢採用 (評価)基準｣に関す
る情報の不足は､｢出来レースが多く､採用基準が不透明という話はよく聞く｣､｢研究者の採用に
































44 例えば､海外のポス トドクターの多様なキャリアパス事例については､Sclence誌のオンラインサイ トであ
る"sclenceCareers.org"でも情報提供がなされている｡
-50I


































































































現在の研究分野は理学系｡任期は 3年｡月額給与は 30万円台｡厚生年金 ･健康保険加
入｡配偶者および子供 1人あり｡
1998年度に学位 (理学系)取得後､現職までに6年9ケ月間ポストドクター等を経験｡そ





















































































































2000年度に学位 (理学系)取得後､他機関で3年 4ケ月間研究補助者や研究者を繰 り返し































































































































































































































































































































































































































































































































































































































満足度 研究テー マ 研究環境 雇用条件
満足 35 33 10
やや満足 25 19 12
どちらとも言えない 7 9 22
やや不満 1 7 12























































くともよい｡｣(29歳男性､その他の分野) 他 (※ ｢実働に見合わない雇用条
件｣といった意見は複数)
- - - - - _ _ - - - - .._ .._ ._ - - ｣
-76-






















































調査 A1-4】)｡ ポス トドクター等終了後のキャリアパスが不透明であるといった実感は､今回
の調査対象者のうち､特に理学系のポス トドクター等を中心に雇用機会の確保を要望する声が
多いことにも表れている (【インタビュー調査A1-5】)｡
10年後のイメー ジ 職業 職位 仕事内容
自分としてイメー ジあり 53 39 47
特にイメー ジなし 12 18 10































































































表A1-4にも見られるように､｢人生の目標｣においては ｢研究｣や ｢大学 (教員)｣といった研







No_性別 年齢 研究分野 研究職は第-志望ですか? 人生の目標 研究を通して実現したい事
1 女 28 理学 はい 物理や数字､化学に関わることに携わっていること○ 自分の研究能力を高めること0日分にしかできない手法を確立することD
2 罪 28 理学 わからない 模索中o (今は､ボスドクまたは研究関連で経験したい∩)
3 男 28 理学 はい Nature,Scienceなどの一流誌に論文を出したいD自分にしかでき い(～をするなら自分のところが一番といわれるような)研究を展開していき Q 人類の知的財産の蓄積に貢献するo世界レベルに通用する研究者を育成する○生物多様性の理解○
4 男 29 理学 はい 家族を持って､健やかに過ごすことD 特に研究職に固執するわけではないO社会的要請に応えることに意義を感じる∩ 地球環境問題解決に貢献できるようにすることo
5 三 30 理学 わからない
6 男 30 理学 はい 自らの知的好奇心.探究心をできる限り満足させ 自らの知的好奇心.探究心を満たしつつ､世の中にながらも､幸せな家庭を築きたい○ 還元したいo
7 男 30 理学 はい 普通に幸せに生きたい○人生に目標があるべきだという考えには､同意できないo 第-に賃金を得ることo研究により頭を使うことは､それなりに面白いと思うが､何かを実現すべきだという使命感や意思は持たないし､必要だとも思わないo
8 女 31 理学 はい 日本以外の国で研究をすることO 今までの経験と知識を生かして人々の生活のためになる研究を行いたいと思うo
9 = 31 理学 はい 後進が参考にしてくれるような仕事を残す∩ 未知の解明o
10 罪 31 理学 はい 生涯研究を続けていくことで､物質のこれまでにない新たな一面を知り､表面や界面の物理を理解することで､材料改質､新機能性材料創製を目指したいDまた教育にも興味があり､大学などヘもどり教育にも携わりたいo
ll 女 32 理学 はい 自分の研究室を持つD 新たな科学的重要事実の発見o
12 女 32 理学 はい 充実した人生を送ること∩ 研究分野の発展∩
13 男 32 理学 はい 意義のある研究を行いたいDまた家庭を持ち､趣 自身の研究を通じて明らかになったことが､科学や味等を楽しむ時間を充実させたいo 産業に役立つこと○
14 女 33 理学 はい 家庭を持ち､かつ社会においての役割を全うするD 人類が得てきた知の境界線を少しでも広げること(つまり､自分を社会において役立たせること)D自分がこれまでの研究生活で身につけてきた専門的な知識やスキルは誰にでも得られるもの はない その専門的知識 必要とされるところで生かして生きたいD
15 女 34 理学 はい 独創的な研究を行っていきたいn 自然科学-の理解を深める∩
16 女 34 理学 はい 研究を続けながら､研究者以外の人々に科学の 確立された理論枠内では説明ができない現象を､新面白さなどを伝えていきたい∩ たな理論をもって説明するn
17 三言 34 理学 わからない
18 男 35 理学 はい 良い人間関係をできるだけ多く構築するD面白い研究の追求､及び自分の技術をもっての周囲の人々-の貢献O 自らの概念を変えてゆく○できれば､それを他者と共有し､議論するO
19 女 36 理学 はい 歴史に残るような重大な発見をする〇年の数だけ論文を書くO生涯､月惑星科学研究に関わりたいO次世代の育成.教育o 自分の興味のある研究分野の発展O宇宙の謎の解明O我が国の宇宙科学開発 推進
20 男 36 理学 はい 人として､夫として､父として､研究者として､誇りを 世界の環境とエネルギー問題を解決できるような実持つ人間になりたいo 積を残し､人々に役立てる研究をしたいと思うD
21 男 36 理学 はい 家族の幸福○ 発展､変化していくこれからの国際社会において､人同士のコミュニケーションを行う上で､また人間の社会活動のあり方を考えるときに､ひとつの方法として科学的なものの見方､考え方ができる人を育てる教育環境づくりに貢献したいo
22 男 36 理学 はい 家族と平和に暮らす○ 真理を追究し､それを多く 我々の住んでいる世界､自然の本当の姿､構造を解の人に還元する○ 明し､人の生きる道を探る∩
23 男 36 理学 はい 様々な研究分野について広く知識を深めるとともに自分の研究分野を極め､また新たな可能性を切り開くことで新しい分野の創造に貢献したいD 現在､自分が行っている研究を土台とした次世代の研究領域の開拓o
24 女 37 理学 はい 現在､私が発見した化合物でベンチャー企業(大学発ベンチャー)ができたoこの企業が成功し､安定した収入を得､経済的心配 無い状況で研究活動を続けることo 研究により発見した化合物が実際に薬になることで､がんなどの患者さんの治癒率の向上等最終的に社会還元のできる研究を行いたいO
25 男 37 理学 はい その日その日のベストを尽くした後悔しない人生O未知の真実を明らかにすることo普遍的な心理の追成功か失敗かは問題ではないo 求o自分の中で疑問に思う事柄の解決Q自己実現O
26 女 38 理学 はい せめて未来へつなげたいoだから子供も育てているし､いかほどか後の人が参照できる仕事をしたいD 歴史の-こまO後進の踏み台O
27 == 40 理学 はい 社会や人間へ立派なことを貢献する○ 興味がある仕事がしたいo
28 男 40 理学 はい ノー ベル賞級の研究をすることo 神経再生による医療への貢献o




No_性別 年齢 研究分野 研究林は第-志望ですか? 人生の目棟 研究を通して実現したい事
31 -=j 29 エ宇 はい フラクタル理害iに匹敵する新しい形無理害iの書■蔓_ ri1万(
32 負 29 工学 はい 自分の研究の仕事が後世に残るようにしたい○自分の研究で人々の暮らしを*かにしたい( 同左.
33 罪 29 工学 はい 具体的なことは模索中.ただ､｢この世に生を与えられたその日 は何なのか?Jは今後も追及していきたい. 研究そのものからは､新しい発見を見出せていければと思う○研究という活動を通しては､世界の国々の研究者とも活動を共に行ないたいし､自分の見輔を広げていきたい.
3 罪 31 工学 はい 研究所における研究書につき､最先端技術開発に携わりたい.50代から大学牡 移り後准看の育成に関わり､学I,.RのiI元に手放しf= いn 知的好奇心に基づく､学問､書門分野の探求を通じて､自己実現を行なうとともに､人類に知的財産の捕集に兼献したい｡
35 男 32 工学 はい 研究帥発を遺して.人々の暮らしを豊かにするような技術 同左○あるいは､自分の仕事が他の研究者.開発者が左記の目(あるいはその一部)の発達に貢献したい○ 的を達するためのドライブフォー スになること○
36 女 33 工学 はい 勧善続けることn 好きなことで収入を練る_
37 男 33 工学 はい 大学人の立瑞での牢雷航空プロジェクトへのii 一献∧ 道の現象の農胃_とその;音理の解明∧
38 男 33 工学 はい 学生と社会に役立つ大学数且になりたい.希望鞍は大学I;.i, 社会に対し､社会の発展に実際に意味のある研究措黒を出したい<
39 男 33 工学 はい 人に直接役立てる研究及び､行う人への教育. 人体に近いサイエンスの-分野の駅拓と､これに付随した学生への教育{
男 33 工学 はい 教育研究を遺して科学を追及し､また後世に残す事が出来ることを発見したい∧ 未だ未知である科学(化学)を解明すること.
41 罪 35 工学 はい 人の想像を喚起し.わくわくさせる技術を多く生み出し､多くの人に創造的で書かな人生を送ってもら う∧ 同左.
42 -;i 35 工学 はい 学んだ知識の社会へのiF献∧ 社会へ王献できる技術の開発<
43 早 37 工学 はい 生島現象の解明^
44 男 37 工学 はい 研究者として実練を上げ､ヰ敬される人物でありたい○研究成果による大きな社会千載をしたい○ 井に実用的な技術の実現(画像計測技術全般を考えると､プリミティブな計沸技術や､特定のアミユ-ズメント向け技術以外は実用レベルに至っているとは苦いがたい.)○特に､ロボットナビゲーション 耐えうるだけの実用性を持つ3次元画像計測 のフレ ムワー クを実現したい.
45 男 40 工学 はい -教育者として､科字技術を発展途上国の皆さんに拡げたいと思うn 同左｡
46 女 55 工学 はい 自分が長い時間をかけて培ってきた考えを証明したい.
47 女 36 農学 いいえ 仕事面では獣医学(皮4科)のプロになる○プライベ-トでは家庭を持つ∧
48 女 30 保健 わからない おもしろいと感じることをつきつめて研究していきたい○
49 男 30 保健 はい 経も知らない自然の心理を見つけること｡ 研究を世の中に役立てるo 自分自身の人間的な成長○そしてそれがどのような人間なのか､世の中に知ってもらうこと○
5 女 33 保健 はい 今まで無関係と思われていた､または予想されてはいるが直接的な証明がなさ ない精神疾患とその他の疾患に相互誘導作用があると うことを証明すること.または､輔神疾患の誘導メカニズムを解明すること○
5ー 男 34 保健 はい 右記の回答の内容に含まれていると思う○ 自分がすべきこと､やりたいことに挑戦し､納得できる人生を送れれば､良いと思っているn 医学.自然科学の分野で､新たな"概念'の発見につながる研究に関わること.医学の発展に貢献できる研究を行うこと.
52 ･} 36 保健 わからない 兼tE)の控菜_
53 女 37 俣1建 はい





55 男 28 人 文 科 学 いいえ 一人の宗教者としての自己の向上
56 男 30 人文科学 はい 0現在研究している寺門分野において､多くの研究者に影書 現在の書門分野における学界の発展への寄与.また､可能ならを与える論文を発表すること｡また､発表し続けること○ ば､自己の能力を生かした社会干献.
57 gl 31 人文科 学 はい 仏教徒とLて_仏教の王要の尊を見直すh
58 ･} 32 人 文 科 学 わからない
59 女 33 人文科学 はい 書敬する先生方のように便れた研究者であるとともに､学生やまわりの人間など､他者の立埠に立った配LIができる教育者を目指し.学恩を次世代に還元するこ . 近世文学に耕通し､その文化を明確にイメ-ジできるようになり､さらにその魅力を一般の方々にも伝えられるようにな こと○
罪 33 人文科学 はい 生涯を通して研究活動に何らかの形で関わり.学問における足跡をとどめたいn 実証性.客観性一昔丑性を備えた人文学研究の推進と普及.
6ー 女 35 人文科学 はい 自身の抱える研究テーマの解明0日本文学を通して､日本 -､現在､日本古典文学においては正しい注釈のできていないところや未だに不明なところが多い.このように未解明な部分を研究し 正しい謙みができるようにする 二､日本人は日本のことを知
人の心を人々に伝えていきたい. らない人が意外に多い○日本文学をとおして､日本人の思想や経験 どを人々に伝えていきたい.三､日本文学を遺しての国際交流o
62 男 35 人文科学 いいえ はやめに生5Zfを終えるー
63 早 35 人 はい 自分の研究テーマについての休系的理解h 多様性を】巴める社会の一壬_
64 gi 36 人文科学 はい 特に考えていないが_fTなどを出したい∧
65 ;Ji 37 人文粗王苧 わからない
66 男 29 その他 はい 現実に有用でかつ理論的に佳れた方法を作り､それを-流の研究者と議論すること∩ 同左○
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なお､インタビューを実施したポストドクター等の殆どが､研究職を第一希望 (11名)と
しており､10年後の自身の姿については､｢大学教員を含む研究職｣(8名)､｢産学連携コーデ
ィネーター｣(2名)､｢民間技術者｣(1名)などをイメージしている｡また､研究職以外の職
業-の興味は､｢非常に興味がある｣および ｢まあまあ興味がある｣が9名､｢興味はあまりな
い｣5名､他 ｢不明｣1名であった｡
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